
様
々
な
歴
史
・
文
化
の
要
因
に
よ
り
、
漢
籍
は
晴
唐
代
か
ら
中

日
文
化
交
流
の
役
割
を
担
っ
て
大
量
に
日
本
に
輸
入
・
保
存
さ
れ

て
き
た
。
演
者
は
北
里
東
医
研
医
史
学
研
究
部
と
の
共
同
調
査
・

研
究
の
結
果
、
日
本
現
存
の
中
国
亡
供
の
漢
籍
医
書
約
二
○
○
点

の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
中
に
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の

『
鍼
灸
捷
径
」
の
如
く
、
中
国
に
と
っ
て
非
常
に
価
値
の
あ
る
著

作
が
何
点
も
あ
る
。
演
者
は
本
書
に
つ
い
て
、
新
知
見
を
紹
介
し

た
い
。１

、
作
者
の
考
証

本
書
の
現
存
本
に
は
序
祓
文
・
刊
記
・
著
者
名
が
な
い
。
し
か

し
本
書
の
特
徴
・
引
用
書
・
別
伝
本
な
ど
の
分
析
か
ら
す
る
と
、

著
者
は
明
前
期
の
人
で
、
北
京
の
太
医
院
に
奉
職
し
て
い
た
楊
敬

斎
（
楊
済
時
の
祖
父
？
）
ら
し
い
。
そ
の
理
由
は
、
①
本
書
下
巻
の

29

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
、
中
国
第
一
の

針
灸
証
治
図
説
「
針
灸
捷
径
」王
鉄
策

一
八
六
図
論
は
「
秘
伝
常
山
敬
斎
楊
先
生
針
灸
全
書
』
に
約
半
分

の
九
四
図
（
同
書
の
図
版
の
九
○
・
四
％
）
が
編
入
さ
れ
た
。
さ
ら

に
「
針
灸
大
成
」
に
も
約
五
四
・
三
％
の
一
○
一
条
目
（
同
書
の
楊

氏
治
症
総
要
の
六
六
・
九
％
）
が
編
入
さ
れ
た
。
②
楊
敬
斎
の
出
身

地
常
山
県
は
楊
済
時
の
出
身
地
衡
州
に
所
属
し
た
の
で
、
二
人
の

故
郷
は
同
じ
で
あ
る
。
③
本
書
の
図
を
収
載
す
る
『
銅
人
針
灸
全

書
」
に
お
け
る
眼
目
の
図
論
法
に
は
、
金
台
（
元
・
明
代
に
北
京
の

別
名
）
太
医
院
の
秘
伝
に
よ
る
と
の
記
録
が
あ
る
の
で
、
本
書
の
著

者
が
明
の
北
京
太
医
院
に
奉
職
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ

シ
フ
。

２
、
成
書
年
代

本
書
の
成
立
は
約
一
四
三
九
～
一
四
七
一
年
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
間
は
中
国
に
お
い
て
針
灸
の
経
外
奇
穴
が
総
括
・
確
立
さ
れ

る
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
本
書
は
元
未
明
初
期
に
使
用
さ
れ
た

十
四
経
絡
以
外
の
中
魁
等
八
穴
を
収
載
す
る
。
こ
の
中
の
中
魁
・

独
陰
・
百
虫
案
三
穴
に
対
す
る
注
釈
を
見
る
と
、
本
書
は
徐
氏
「
針

灸
大
全
」
の
説
を
採
用
し
、
同
書
の
や
や
前
に
で
た
『
玉
竜
経
』

「
神
応
経
」
に
従
っ
て
い
な
い
。
故
に
本
書
の
完
成
は
『
針
灸
大

全
』
が
出
版
さ
れ
た
一
四
三
九
年
以
降
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
中
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４
、
構
成
及
び
内
容
特
徴

本
書
は
全
二
巻
で
、
上
巻

資
生
経
』
の
針
法
・
禁
忌
。

魁
・
独
陰
を
正
式
に
経
外
奇
穴
と
命
名
し
、
本
書
な
い
し
徐
氏
の

誤
り
を
正
し
た
の
は
明
太
医
院
々
使
の
方
賢
ら
が
編
蟇
し
た
「
奇

効
良
方
』
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
奇
効
良
方
」
が
出
版
さ
れ
た

一
四
七
一
年
が
本
書
出
版
の
下
限
と
認
め
ら
れ
る
。

３
、
流
布
経
緯

本
書
は
多
紀
元
胤
の
「
医
籍
考
」
に
著
録
さ
れ
た
の
み
で
、
中

国
の
書
目
に
は
見
え
な
い
。
一
方
、
本
書
の
内
容
を
転
載
し
た
『
秘

伝
常
山
敬
斎
先
生
楊
針
灸
全
書
』
『
銅
人
針
灸
全
書
』
は
明
中
期
に

福
建
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
本
書
に
は
、
明
後
期
の
江
南

に
お
け
る
世
医
だ
っ
た
何
応
壁
二
五
七
四
～
一
六
三
八
）
の
蔵
印

記
が
あ
る
事
実
か
ら
判
断
す
る
と
、
本
書
は
刊
行
後
お
も
に
揚
子

江
以
南
と
南
東
海
の
沿
岸
に
流
布
し
た
ら
し
い
。
何
応
壁
の
蔵
書

は
数
千
巻
と
称
さ
れ
た
が
彼
の
没
後
に
散
逸
し
、
本
書
な
ど
が
日

本
へ
輸
出
さ
れ
た
。
「
御
文
庫
目
録
』
に
よ
る
と
本
書
が
紅
葉
山
文

庫
に
上
納
さ
れ
た
の
は
一
六
五
二
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
本
書
は
一

八
九
一
年
に
内
閣
文
庫
よ
り
宮
内
庁
書
陵
部
に
移
管
さ
れ
た
。

全
二
巻
で
、
上
巻
に
は
総
論
が
多
く
、
お
も
に
「
針
灸

の
針
法
・
禁
忌
・
経
穴
部
位
等
の
内
容
を
網
羅
す
る
。

下
巻
は
中
風
・
傷
寒
・
雑
病
・
婦
人
・
小
児
の
順
次
で
、
一
八
六

種
の
病
気
に
応
じ
た
針
灸
治
療
の
一
八
六
図
を
描
く
。
論
説
は
簡

潔
・
実
用
的
で
、
症
に
応
じ
て
穴
を
選
び
、
治
法
の
手
順
等
を
明

記
し
、
病
症
に
応
じ
て
綱
要
を
記
す
今
ま
で
知
ら
れ
た
最
初
の
針

灸
図
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
精
美
な
針
灸
人
体
図

は
写
実
的
で
、
風
貌
も
多
様
で
あ
る
。
な
お
本
書
は
上
・
中
・
下

管
と
宛
（
原
字
は
院
）
等
元
代
に
流
行
し
た
簡
略
字
の
穴
名
、
お
よ

び
風
労
・
風
痙
・
五
嗜
な
ど
若
干
の
古
病
名
を
保
存
し
、
ま
た
版

式
・
文
字
・
図
版
に
も
古
風
が
み
え
る
の
で
、
阿
部
隆
一
氏
は
元

版
に
誤
認
し
て
彼
の
宋
元
版
所
在
目
録
に
収
録
し
て
い
る
。

本
書
は
中
国
で
数
世
紀
以
上
も
亡
供
し
て
い
た
が
、
再
び
利
用

さ
れ
る
な
ら
ば
、
針
灸
臨
床
に
お
け
る
実
用
価
値
だ
け
で
な
く
、

医
史
文
献
学
・
医
学
文
化
学
な
ど
広
範
囲
に
大
き
な
意
義
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

（
黒
竜
江
中
医
薬
大
学
／
北
里
研
究
所
東
医
研
医
史
学
研
究
部
）
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